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●血液型と輸血
●犬の妊娠と出産
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よりよい関係を目指して
私たちは最先端の診療技術を生かし、地域に

密着した動物病院を目標にしております。

●裾野センター病院
月～土 午前 9:00 ～ 12:00 (11:30)
 午後 14:00 ～ 21:00 (20:30)
日・祝 午前 9:00 ～ 12:00 (11:30)
 午後 14:00 ～ 19:00 (18:30)

人では、ABO 式や Rh 式といった血液型が一般的に使われていますが、犬や猫にも血
液型の分類があります。今回は、犬と猫の血液型と輸血についてお話しします。

● 今月の専門科診療 ●
今月は下記の日程で専門科の診察を行います。
ご希望の方は事前にご予約ください。

（カッコ内はカレンダー内の省略形です）

＜輸血＞
輸血を行う前には、血液型判定と、

交差適合試験（クロスマッチ）を行いま
す。クロスマッチとは、輸血を受ける動
物と供血動物から採取した血液を、血漿

（血液の液体成分）と血球に分け、それ
ぞれを混ぜ合わせた時に、血球が凝集
するかどうかを見る検査です。検査で問
題がなければ輸血を行います。輸血時
の副反応として、溶血（血球が壊れる）、
アレルギー反応、発熱、嘔吐などが見
られる場合があります。犬や猫での獣
医療において、貧血や血液凝固機能障
害、低タンパク血症など、輸血が必要と
なる場合があります。人の場合、血液製
剤の流通システムが整っているため、一
般的に使用されていますが、動物の場
合は、そういったシステムがないため、
適合した血液を充分量確保することが
困難です。

（参考文献）
SA Medicine Vol.6 No.5 2004（interzoo）
くわしい猫の病気大図典（誠文堂新光社）
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月 火 水 木 金 土 日
3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

2

9

16

23

◆歯科（歯）
博士（歯学）：奥田 綾子 先生

◆エキゾチックペット（エキゾ）
エキゾチックペットクリニック
博士（獣医学）：霍

つ る の
野 晋吉 先生

◆腫瘍科（腫瘍）
麻布大学獣医学部附属動物病院
川村 裕子 先生

◆画像診断科（画）
博士（獣医学）：小野 晋 先生

◆眼科
博士（獣医学）：当院 小野 啓
毎週火曜～土曜日

（カレンダーには表記していません）

学会等で不在のこともありますので、
事前のご予約をお願いいたします。

腫瘍

エキゾ
29 30 31

歯・画

お問合せ
●裾野センター病院

静岡県裾野市伊豆島田 843-5
TEL: 055-993-3135

●沼津病院
静岡県沼津市沼北町 1 丁目 5-27
TEL: 055-922-6255

●ウェブサイト
 http://pal-ah.jp

●沼津病院
平日 午前 9:00 ～ 12:00 (11:30)
 午後 14:00 ～ 19:00 (18:30)
日 午前 9:00 ～ 12:00 (11:30)
木・祝日休診

診療時間

      パル動物病院

括弧内の時間までが受付時間となります。

パルニュース 2013 年 7 月

＜犬の血液型＞
犬の血液型は、犬赤血球抗原（DEA）

による分類が一般的に使われています。
DEA には、13 種類の異なる抗原が知ら
れており、各々の DEA に対して陽性か
陰性かで判断します。DEA の中で抗原
性が最も高く、輸血後に身体に問題を
起こすのが DEA1.1 です。よって、血液
型の検査で重要なのは、DEA1.1 陰性と
DEA1.1 陽性に分けることです。DEA1.1
が陰性か陽性かを判定する検査キット
は動物病院向けに市販されており、病
院で検査が可能です。

＜猫の血液型＞
猫の血液型は、猫 AB システムが一

般的に使われており、A 型、B 型、AB
型の３つに分けられます。日本国内の雑
種猫では、90 ～ 95% が A 型であり、B
型は 5 ～ 10% で、AB 型は非常にまれで
す。ブリティシュ・ショートヘア、デボン・
レックス、エキゾチックショートヘアな
どの品種では B 型が多く見られます。A
型、B 型、AB 型の血液型を判定する検
査キットが販売されており、病院での検
査が可能です。



犬の妊娠と出産
今回は犬の妊娠と出産についてお話します。

性成熟
性成熟とは、オスでは造精機能が成熟し、雌と交尾して妊娠させうる状況に

達したこと、雌では妊娠・分娩が可能な状況に達したことを指します。犬の性成
熟は生後 10-16 ヵ月といわれ、一般に小型犬は大型犬に比較して早い傾向にあ
ります。そして性成熟後、雌犬は6-10ヵ月の間隔で定期的に発情を繰り返します。

性周期
犬の性周期は発情前期、発情期、発情休止期、無発情期に分けられます。

発情前期：発情出血の開始から雄犬に交尾を許す期間。外陰部が腫大、充血し、
発情出血が起きます。また、動作に落ち着きがなくなり、多飲、多尿になります。

発情期：発情期は雌犬が雄犬に交尾を許す期間であり、犬の排卵は発情期の
3 日目に起きます。

発情休止期：妊娠の有無にかかわらず黄体ホルモンが分泌されます。ホルモン
の影響により、個体によっては偽妊娠と呼ばれる状態になります。

無発情期：卵巣が休止している期間です。

交配適期
交配に適した時期は排卵前 48 時間から排卵後 120 時間の約 7 日間とさ

れています。交配適期の判断は膣の粘膜を採取することによってある程度推
測が可能です。

妊娠期間
妊娠期間は交配後約 62-64 日です。交配および出産を行うのであれば、

その間は予防接種は行わないことがよいので、その前に計画的に行っておきま
しょう。またフィラリアの予防薬は妊娠中に飲ませても問題ありません。その
他薬剤に関しては、獣医師にご確認ください。

妊娠診断
妊娠診断には超音波検査と X 線検査があります。

超音波検査
交配より 24-30 日から胎子の確認が可能です。X 線検査よりも早期に妊

娠の診断が可能であり、心拍を確認することで胎児の生存を確認することが
可能です。ただし、胎児数を正確に判定出来ない可能性があります。

X 線検査
母犬の骨盤、胎子の数、体位、大きさなどが確認できます。胎子の骨

格は犬でおよそ妊娠 42-45 日で骨化がはじまるので、この時期から X 線
検査が可能になります。ただしこの時期はまだ骨化が不十分なこともある
ため、交配後 50 日を過ぎてからの X 線検査をおすすめしています。

出産
分娩数日前から母犬は落ち着きがなくなってきます。分娩の兆候として体

温の低下があげられます。犬の平均体温は約 38℃ですが、分娩の半日前に
は体温が低くなり、そのため体温をあげようとして震えを起こします。また、
安心して分娩させるために、分娩の１週間位前より出産場所を準備し、母犬
が安心する静かな環境作りをしてあげるとよいでしょう。

難産の兆候
①陰陰部から緑のおりものがみられる（胎盤剥離）。
②陰部から透明（あるいは少し緑色）の液体が大量に出た（＝破水）のに、

２時間たっても赤ちゃんが出てこない
③赤ちゃんの体の一部が出ているが、それ以上出てくる様子がない。
④体温低下がみられてから１日以上たっているのに出産する様子がみられな

い。
⑤予予定日を過ぎても出産しない、体温が下がらない。

上記の場合は難産であることが考えられますので、病院に連絡してくださ
い。特に (1)-(3) は緊急性が非常に高く重要です。

難産の可能性が高い犬種として、イングリッシュ・ブルドッグ、ボストンテ
リア、ボクサーをはじめとする短頭腫があげられます。これらの犬種は分娩
前に母犬の骨盤のサイズと胎児の頭蓋骨のサイズから難産予測が可能です。
自然分娩が難しいと判断した場合、帝王切開が必要になります。

また、小型犬でも（特に初産の場合）難産が起こりやすいため、注意が
必要となります。

参考文献　小動物の臨床繁殖産学
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